
東京都 災害シナリオ (2022年 5月 25日 )

避難所 時間追うごと課題多様化

避難生活で想定されるシナリオー 避難所

地震発生直後は多くの人の避難が見込まれますが、停電や通信の断絶によって行政lllによる避難

者の数の把握や安否の確認のほか、避難所で必要な物資を把握することが難しくなる可能性があ

るとしています。

例えば、臨時に開設された避難所などは、行政に把握されないまま食料や救援物資などが届かな

い事態が生じる可能性が指摘されました。

歓た、仮設 トイレなどの衛生環境が急激に悪化して、特に夏場は感染症の発生につながる可能性

があるということです。こうした状況が続くと、新型コロナウイルスやインフルエンザ、ノロウ

イルスなどの感染症がまん延する危険性があると指摘しています。

地震発生から3日後以降、自宅で避難していた人が備蓄がなくなり、避難所に避難して<るケー

スが増える可能性があります。

避難所が過密になつたり衛生環境がさらに悪化したりして車中泊など屋外での避難を考える人も

出てくる可能性があります。

また、このころには、避難所に非常用の発電機があつたとしても燃料がな<なって使えな<な

り、テレビやスマートフォンによる情報収集や照明・空調などの利用が難しくなる恐れがでてく

るということです。

1週間後ごろからは計画停電の実施が及ぼす影響も考えなくてはいけません。

携帯電話の基地局の停電でさらなる通信障害が発生したり、空調が使えない事態が想定されてい

ます。

空調が使えないと、夏場などは熱中症や脱水症状が起き、冬場だとかぜを引いて体調を壊す可能

性もあります。

さらに、慣れない避難所生活が続くと高齢者や既往症を持つ人などの病状が悪イじしたり、外国人

など生活習慣や文イしが異なる人たちの精神的な負担が増してい<ことに、注意が必要になるとし

ています。

在宅避難 長期化すると生活困難に

次に住み慣れた自宅などでの避難生活を見ていきます。

自宅に大きな被害がなく周囲に火災などの危険性もなく備蓄がある程度確保できている時など

は、在宅避難も想定されます。

ただ、マンションなどの中高層階に住む人は、地震の発生直後からエレベーターの停止により、

地上との往復が難 しくなるおそれがあるとしています。




